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地域との密着を深める新しい動き
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か
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車
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4
2
3簿
一
ソ
ヨ
ー

一
の
よ
う
に
元
気
じ
滋
鍛
令
行
っ
て
い
ま
す
関
今
ま
で
の
レ
ア
り

z
i
ケ
潟
ン

E
P

、

一
活
動
に
加
え
、
霧
装
毒
し
て
苦
患
い
地
域

7
4富
警

護

寝

た

ぷ

り

の

お

年

寄

り

へ

の

サ

i
ピ
ス

も
治
め
ま
し
た
。
ま
た
、
議
た
き

η
の
お
年
寄
匂
へ
的
務
機
サ

1
rー
を
田
和

官
引
で
は
、
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
ご
総
出
掛
に
な
れ
ま
す
e

?，
t
r
n
J
E
Y
葺
;
ゴ
手
、
。

i
j
i
l
l
i
l
i
-
-ぃ
ー

l
i
i
i
i
l
l
l
i
-
-
誉
ん
益
し
、
き
ま
ざ
ま
な
サ

1
ピ
キ
ホ
ー
ム
へ
ん
パ

2
派
遣
制
度
日
常

九
月
十
蕊
践
は
「
敬
老
町
日
」
。
市
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
了
寧
な
往
事
ぶ
り
に
‘
ス
常
行
つ
ご
い
ま
す
む
つ
ぎ
に
、
正
な
も
魚
川
簡
を
持
母
む
の
に
文
時
障
が
あ
る
、
お
お

向
日
い
仲
臨
む
勺
十
級
以
上
町
お
年
寄
り
の
公
緩
や
遜
り
は
み
る
み
る
き
れ
い
に
!
の
を
総
ム
ー
し
ま
す
の
で
、
心
議
た
り
の
む
ね
ム
八
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
の
お

数
は
一
一
…
子
六
四
回
五
十
六
人
(
七
月
…
日
今
や
磁
の
薬
化
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
め
瀞
方
は
福
祉
謀
老
人
緩
後
再
開
へ
お
糊
附
い
人
材
年
寄
り
(
ひ
と
り
暮
ら
し
‘
務
斡
品
併
殺

現

恋

~

に

な

り

ま

す

。
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副

会

体

ほ

ど

綴

仕

作

業

は

欠

か

せ

ま

せ

ん

習

わ

せ

く

だ

さ

い
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批

w

~

を

ホ

1
ム
ヘ
ル
パ

i
が
州
制
限
し
、

著
で
は
な
い
が
、
市
に
も
議
機
に
説
先
臼
、
ち
ょ
う
ど
寝
絞
除
殺
を
絞
っ
キ
ね
た
会
り
恋
人
投
策
響
機
校
卒
滋
故
事
や
倖
認
、
号
フ
じ
な
ど
め
お
萩
怒

齢
化
砂
町
波
が
押
し
w
w
せ
て
為
。
て
い
ま
た
青
山
台
?
ぶ
ネ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
と
抑
制
六
十
五
議
以
上
で
、
お
お
む
品
六
ケ
を
し
ま
す
B

す
P

ニ
の
ょ
っ
さ
か
で
、
ま
老
人
総
会
「
ニ
…
ヘ
…
会
合
紛
ね
ま
し
宍
フ
エ
ロ
月
支
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
ま
た
は

4
a救
護
臨
m
A
の
給
付
お
よ
び
貸
与

ク
ラ
ブ
め
滋
紛
が
、
線
変
わ
り
を
し
て
エ
〆
タ
ス
ク
ヲ
ブ
で
は
、
近
〈
の
八
幡
舟
殺
し
て
い
る
ぢ
い
い
年
綴
七
万
五
千
円
日
慾
ゑ
泌
闘
を
鎗
む
?
え
で
法
難
な
低

い
ま
宇
。
恋
人
ク
ラ
ブ
で
は
本
来
、
送
機
的
機
内
め
そ
う
と
が
こ
の
呂
町
作
業
む
の
手
掛
一
一
を
唱
苛
筑
間
州
に
分
け
て
支
給
し
所
得
数
修
史
お
お
む
ね
六
十
五
絃
以

後
的
余
淡
を
後
金
寸
豊
か
な
も
め
に
す
ウ
オ
一
ヅ
ク
ス
ク
ラ
ブ
司
会
長
の
久
保
車
十
偽
-
十
一
的
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
対
し
、

る
た
め
、
数
緩
め
向
上
や
濯
緩
め
域
掛
端
、
鳴
し
ん
は
ぷ
払
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ふ
る
帝
ね
た
き
り
老
人
等
移
動
入
議
事
轍

そ
れ
に
レ
ク
リ
エ

!
y
ヨ
ン
な
ど
の
検
印
刷
は
途
い
ま
す
が
、
子
ど
ち
た
ち
に
と
お
お
む
ね
六
ヶ
月
以
上
の
ね
た
弘
怒
り

動
を
識
に
行
い
ま
す
。
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て
は
、
こ
こ
が
ふ
る
議
。
そ
の
た
め
の
お
年
寄
り
ゃ
重
度
心
身
脇
陣
柑
常
務
{
倒
見
)

し
か
し
こ
の
ご
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で
は
有
分
後
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事
に
も
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に
し
な
け
れ
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と
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を
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方
に
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内
ホ
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し
て
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に
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し
て
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ま
し
匂
一
方
、
寝
奉
仕
頁
}
が
格
動
入
獄
噂
で
の
入
浴

宍
殺
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
老
人
ク
二
一
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は
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燃
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開
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大
通
り
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際
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仲
間
指
摘
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仁
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褒
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菊
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入
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受
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翻
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受
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仇
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付
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融
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。
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介
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叫
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1
部
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間
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畷
歩
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ハ
イ
'
俊
万

自
犠
的
総
緩
め
成
熟
を
ひ
ろ
う
し
て
'
電
波
紋
以
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め
術
的
経
住
者

み

ま

せ

ん

か
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曲
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し

込

み

淑

人

ク

ラ

ブ

会

員

は

会

w
v
際
時
九
m
月
十
六
自
(
木
)
と
十
七
一
般
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
般
的

悶
(
粂
〉
め
一
否
問
閥
均
は
ハ
カ
キ
ま
た
は
窓
謡
で
熊
歓
談
へ

V
湖
時
間
老
人
様
詮
セ
ン
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つ
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九
月
六
回
(
月
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ま
で
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し
込
え
℃
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く

だ

さ

い
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容
つ
展
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会
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竹
輪
制
問
滋
滋
‘
な
お
、
九
月
十
六
司
十
む
際
的
制
附
ロ
ロ

写
真
、
生
流
、
手
議
、
問
問
欽
は
か
}
辻
、
文
化
祭
的
問
岡
山
隅
的
た
め
殺
人
儀
社

二
、
樹
祭
会
(
総
帥
側
、
伏
線
‘
歌
誌
品
開
セ
ン
タ

i
つ
っ
と
綴
で
は
、
自
体
に
つ

手
県
側
、
淡
山
闘
は
か
~
い
て
は
受
け
付
け
し
ま
ぜ
ん
ち
ま
た
十

一
一
一
、
総
務
‘
符
紋
・
民
会
中
ハ
g
m
w
w
蹴
間
関
パ
ス
も
体
み
に
な
り
ま
す
。

V
対
象
殺
人
ク
ラ
プ
会
員
お
よ
び
六

明
塑
タ
i
ト
リ
ン
ピ
ッ
ク

秋
靖
れ
の
も
と
、
気
持
ち
い
い
符
を
で
く
だ
さ
い
。

か
い
て
A
ま
せ
ん
か
句

v
a時
ト
月
十
日
(
U
M

〉
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
一
治
時
一
…
占
十
分
ま
で
。

南
町
平
凡
の
場
合
は
十
ぬ
け
三
十
一
日
(
日
)

V
場
熊
抑
制
花
台
中
史
公
開
問

V
M
川
総
統
人
ク
ラ
フ
会
員
お
よ
び
六

十
e

九
段
以
上
町
市
内
活
住
考
で
縫
療
や

人
6

'
v
申
し
込
み
老
人
ク
ラ
プ
品
被
災
は
ん
首

長
に
申
し
込
ん
で
く
だ
up
い
倫
ャ
校
内

入
は
九
日
け
一
一
十
口
問
〈
肉
付
〉
ま
で
に
ハ
ガ

キ
ま
た
は
後
数
小
、
級
紙
滋
へ
申
し
込
ん

295 



(2) 

すてきな留章申闘歌を作ってl
みどり圏で募集 10月30日まで 1

あびこ

ili 1fil 
号iTfii
;::is; 

十
日
シ
〉
と
一
作
開
聞
の
意
味
を
藤
幸
、
柑
慨
は

綾
部
川
、
災
お
、
年
齢
、
世
相
業
、
電
誘
惑

す
を
璃
総
し
て
く

rさ
い
。

ゐ
苧
濁
歌
市
絞
め
終
判
明
用
用
紙
ぷ
一
一
一
番
ま

で
の
詩
を
議
書
、
あ
わ
せ
て
役
続
、
氏

名
、
年
齢
‘
時
制
緩
、
後
齢
制
緩
惨
を
明
総

し
て
く
だ
さ
い
e

V
応
募
資
輸
惜
我
義
子
市
、
柏
市
、
抑
制

総
務
、
制
問
機
前
刊
に
在
住
あ
る
い
は
通
勤
、

透
や
し
て
い
る
入
。

V
雨
時
世
帯
期
間
九
月
十
六
百
か
ら
十
Rn

一一一
O
H口
ま
で
へ
幾
節
減
期
宥
品
別
)

V
応
募
問
脅
然
中
綿
一
一
…
d

ご

む

み

ど
り
路
、
随
意
‘
聞
出
数
線
終
品
怖
{
悼
吋
事

…
吋
)
世
八
七

i
O五
一
一

相v
曲R
n
蛸
篠
田
周
作
品
3
1意
技
お
よ
び
筑

間
棚
、
緩
和
伸
一
ぷ
点

i
賞
状
お
よ
び
質
問
耐

み
ど
り
綴
は
、
我
孫
子
索
、
穏
や
市
、

抽
出
前
節
、
滋
潟
町
内
潟
市
一
肺
門
で
経
綴

す
る
東
議
中
部
地
隊
総
合
棚
開
発
事
務
経

舎
が
建
設
し
た
も
め
で
、
こ
と
し
均
六

月
一
日
に
隣
倒
閣
し
た
ば
か
号
で
す
。
円
止

闘
聞
は
八
十
人
で
す
が
、
四
抗
議
は
と
十
九

人
が
縁
日
抑
制
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

悶
悶
梅
格
は
、
ま
わ
り
の
豊
か
な
自
然
、

そ
し
て
砂
場
制
綿
々
を
意
味
し
て
い
る
も

の
、
ま
た
隅
側
敗
は
、
問
問
ヒ
〈
利
回
世
間
な

ど
由
同
然
を
織
り
w

叫
ん
把
も
の
守
、
元
気

の
尚
昆
い
も
の
-
-
縄
な
ど
を
一
つ
め
参
考

に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
飽
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の
つ
管
内
と
お
り
線
制
間
金
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
〈
だ
惑
い
@

@
車
一
向
遜
協
H
A
認
筏
塘
*
。
均
悶
悶

E
B
B

的
広
域
法
九
湾
十
一
一
一
段
〈
凶
け
)
午
後
…

時
か
ら
一
一
時
一
ニ
十
分
ま
で
と
午
後
八
時

ぷ
十
分
か
ら
九
時
ま
で
。
九
汚
十
悶
悶
同

一
火
)
午
後
・
い
い
時
か
ら
八
時
一
二
十
分
ま

で
ョ
九
月
十
一
札
口
M

〈制慨
n
u
)

ぶ
午
か
ら

午
後
一
時
ま
で
と
午
後
八
時
か
ら
九
時

一
…
一
十
分
ま
で
e

争
議
醐
国
務

mm由
r鼎
山
内
広
域
同
体
九
網
目
+

混
録
〈
問
視
日
)
午
後
八
時
か
ら
八
時
ぷ

十
分
ま
で
。

@
片
醐
棚
描
端
叫
日
銀
山
端
象
地
開
閥

丹
市
止
措
唱
で
九
月
十
議
問
(
悶
念
と
+
韓

国H
(

火
)
は
正
午
か
ら
午
後
九
時
ま
で
伶

丸
路
+
五
日
(
祝
日
)
ば
蕊
午
か
ら
午

後
九
時
三
十
分
ま
で
。

砂竹内神社の祭礼に伴う交通規犠i盤1... 

も学びの輪的中ヘ

公開講昼
間厚生薬集

V
対
象
安
市
内
復
銭
的
人
後
年
間
附

縦
続
し
て
受
講
で
き
る
人
桜
子
ど
も

ヴ
れ
は
ご
縫
滋
〈
だ
さ
い
。
以
前
受
講

し
れ
~
滋
耐
械
は
制
丹
び
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

V
申
込
方
法
協
縦
役
復
ハ

f
キ
に
住

所
、
氏
名
〈
ツ
リ
ガ
ナ
〉
あ
齢
、
電
話

番
号
‘
講
郎
一
名
、
瓜
京
畿
税
泊
所
を
偽
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
〈
だ
き
い
。
な
お
、
u
v

と
り
…
講
座
で
す
。
一
一
議
夜
以
上
申
し

込
ん
だ
人
は
免
権
と
し
ま
す
。

V
申
込
幾
品
判
九
n
月
一
日
か
ら
六
日
ま

マ制尚時、 5持箆努襲安に制人悶の捻移 な震
昭和田草 l髄鞘持部 i増加串 iてで

お変針吾;iiド斗 tr:?;;%!ミ号一
;器すこ詫咋料品
王立乞 li量
~竺墜鍛しがヱ524一一一仁三ιj記長…よ… 41.0ー----.J全吉

持試写守宅空襲 就ヰ君主守毛筆九22
沢喜言書付望号ご笠自主主主襲警三きも売

戸;i!??将司室副iELまさ言宗E
dds事おじを喜汗ii?:fiii1
，- -….-…-一 色い τ ゆし

ミミ雪 量議主E警長 l二三兵?芝日2議2そぷ

i
m明
白
帆
初
年
、
日
年
の
露
一
勢
競
査
l

同
唱
和
五
十
五
都
中
月
…
臼
に
何
日
わ
れ

た
同
国
勢
朝
間
査
に
よ
る
と
、
術
的
人
誌
は

十
万
一
千
六
十
一
人
で
近
年
総
に
ゆ
ぬ
べ

V
畿
幽
由
主
鈴
木
一
裁
控
へ
舵
〉
4
4
3
a
…
一
一
方
附
四
千
八
百
四
土
↓
一
人
増
山
城
し
‘
機

1

一
俗
世
中
が
一
日
一
十
二
・
六
%
(
県
下
第
九
段
、

V
問
い
合
わ
せ
築
設
課
一
市
で
は
然
二
位
)
と
な
っ
て
い
ま
す
6

ニ
れ
は
、
制
明
釦
刊
一
怠
十
年
前
鐙
勢
調
査
の

増
制
崩
壊
五
十
綴
‘
八
%
{
県
下
第
二
位
)

よ
り
総
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
線
全
体

的
増
議
事
一
-
T
m
ヤ
一
%
令
火
綴
に
ふ
開
幽

っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
人
口
で
は
、
間
関
議
以
下
的
人

口
削
減
告
が
目
見
ら
れ
、
出
生
率
的
低
下

に
は
殺
し
い
も
め
が
あ
り
ま
す
e
ま
た
、

六
十
五
銭
以
上
め
老
年
人
口
は
高
い
増

加
率
を
一
一
示
L
、
機
泌
総
脅
で
は
五
町
四

%
と
な
っ
て
い
ま
令
。
こ
の
側
向
は
全

P
、一一
、ヮー
ジ
}
討

を川町
覚
揺

総

称

覇おん

吟

護
款
寸

期
間
採
油
腕
織
的
ご
協
力
に
よ
り
九
何
月
下

暫
ま
で
、
ぷ
ど
う
の
も
富
と
り
、
進
売

を
行
っ
て
い
ま
す
鎚
ム
γ離
は
作
品
制
や
品

質
も
よ
〈
、
秋
の
味
脇
島
を
十
分
終
戦
し

一
欝
壌
罵
か
ら

品
〈
親
同
の
妨
止
に
ご
協
力
奇

断
抑
制
問
外
務
悶
H

が
総
連
途
中
で
犬
に
か

ま
札
た
り
、
ど
が
勺
か
れ
た
り
し
て
ケ

ず
を
す
る
ケ
!
ス
が
多
〈
ふ
な
っ
て
い
ま

す
。
配
達
波
中
的
火
綴
M

同
会
闘
で
一

ヵ
月
に
約
千
件
庁
、
こ
の
3
ち
ケ
カ
そ
し

と
件
数
は
一

J
5
0件
心
的
ば
っ
て
い
ま

す
む
後
申
慨
を
受
け
た
場
所
は
時
岳
地
内
が

ん
ポ
体
的
約
問
%
を
占
的
、
こ
の
う
九
日
間

%
は
欲
し
鯛
い
の
犬
に
よ
る
も
の
で
す
。

樹
脂
間
外
務
純
に
総
擦
が
お
よ
ぶ
場
合

郵
便
物
内
総
噛
織
が
で
善
在
い
こ
と
に
も

な
り
ま
す
e

鶴
い
火
は
N
W
十
つ
な
〈
な

ど
し
て
、
時
限
努
め
同
時
念
品
抑
止
に
ど
協
力

く
だ
さ
い
。

i
我
孫
子
山
野
使
紛
H

睡眠符恥刻一一一

銭
総
数
獲
の
ご
利
用
を

総
務
紛
糾
、
は
、
桝
貼
姐
閥
的
上
手
な
使
い

方
、
常
総
的
つ
な
が
る
し
〈
み
な
ど
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
つ
吋
後
総
数
盤
、
を

問
問
削
揮
し
ま
す
。
購
買
悶
出
は
線
科
で
寸
。
会

殺
、
幼
僻
惜
隅
出
、
小
中
窓
枚
、
各
機
関
体

ま
た
は
醐
職
人
で
も
受
け
付
け
ま
す
抱

曹
問
問
い
合
わ
せ
殺
孫
子
電
相
帯
電
嘉
納
同
時

裏
鋭
機
動
議
係
官
(
部
)
3
5
5
1
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九
月
下
制

ι、
知
機
と
よ
り
何
百
脅
さ
れ

た
調
牽
演
が
問
問
い
ま
す
的
で
、
ご
協
力

者
お
緩
い
し
ま
す
。

議
民
手
騒
の
予
約

安
受
付
ま
す

行
事
予
後
地
明
、
日
記
織
の
ほ
か
、
各

統
計
メ
モ
、
首
公
庁
…
灘
、
そ
の
他
長
官

立
つ
資
料
が
た
く
翠
ん
綴
り
泌
ま
れ
て

い
ま
す
B

V
領
時
惜
ポ
ケ
ァ
ト
政
一
線
ニ
W
沢
-r

m
門
、
中
型
奴
一
部
五
百
内

嘗
曲
申
込
・
閉
甲
骨
先
我
孫
子
一
八
双
八

地
市
役
明
級
制
側
議
、
九
月
一
一
十
五
E
締
め

明
り
e

な
お
、
脳
布
は
十
…
拘
月
来
的
予
定
で

す。



議595号

ー
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
/

お
れ
い
な
亭
韓
民
沼
i

県
で
は
、
伊
予
災
情
m
帯
え
の
た
め
向
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
金
つ
害
時
ど
お
り
間
開
催
し

一
ま
す
@

一V
E
H
時

九

n
月
十
人
口
口
町
中
中
〉
午
後
…
時

一
V
場
所
市
民
会
館
ホ
ー
ル

一
V
嘗
お
対
象
県
民
(
先
議
…
。
ハ
バ
γ
八〉

…wv
惨
加
賞
無
料

…欄
V

滋
績
予
明
純
明
憎
め
由
旦
か
で
蒸
し
い
向
隠

…
然
、
急
d

判
怖
に
総
え
る
た
め
、
帯
化
に
つ

一
い
て
み
ん
な
ぞ
滋
廷
を
出
し
九
日
う
討
論

一
会
で
す
。

一
V
内
容
む
総
嚇
附
総
紛
争
資
沼
町
境

一
状
と
浄
化
対
策
専
門
線
倹

一
G
窓
見
発
表
代
表
識
が
や
絞
相
聞
に
よ

一
せ
る
関
心
や
‘
日
ご
ろ
め
静
化
泌
総
に

ア}一

つ
い
と
的
意
見
発
表

。
総
合
約
帆
綱
審
加
者
全
員
で
の
討
縁

日
回
収
一
部
絡
事
終
滋
い
い
辛
怠
す
る
ま
生

動
悩
物
‘
ま
た
は
泌
総
滅
的
パ
ネ
ル
写

真
等
の
察
示

vm問
い
合
わ
せ
燦
附
リ
ム
ホ
綴
保
全
課

世

C
m出
七
二
一
三
|
一
一
一
八
二
ハ

i
汚
れ
は
売
か
ら
断
と
う
一
i

例
年
、
夏
に
な
る
と
ア
オ
コ
が
総
数

発
生
す
る
苧
策
滋
で
す
が
‘
こ
と
し
は

機
怖
が
駅
間
引
き
、
水
量
も
多
か
っ
た
た

め
か
、
ア
φ

4

3

約
発
生
は
い
つ
も
よ
り

h
y
な
い
と
数
え
ま
す
e

ニ
の
た
め
、
現

夜
苧
樹
丹
市
出
換
体
偶
然
附
内
総
合
で
管
理
し
て

い
る
よ
小
寸
ま
し
移
い
も
、
織
品
闘
が
少

な
く
て
済
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
も
宅
一
線
開
貯
白
崎

‘ヲよaし湾料をん+， 石

に
食
べ
ら
れ
ま
し
た
が
均
総
統
し
‘
開
制

欄
酬
に
帯
同
っ
て
い
ま
す
。

と
は
滋
え
、
「
汚
れ
片
山
一
克
か
ら
鱗
つ
い

が
間
開
制
削
で
す
。
手
繁
抽
出
向
汚
染
の
一
脱
出
出

比
八
十
%
が
慾
縫
緩
詳
本
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
れ
た
し
た
ち
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
、
り
ン
を
会
ま
な
い
お
け
ん
に
切

り
替
え
る
こ
と

ιよ
っ
て
、
事
開
州
制
的
を

よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
師

9. 1 

子どもたちには

とゅうぶん注意し
て運転してください

今
日
か
ら
新
学
娘
。
W

且
休
み
中
、
官
県

議
に
な
っ
て
滋
ん
だ
子
ど
も
た
ち
も
学

校
へ
通
い
検
め
ま
す
。

で
も
な
か
な
か
学
校
総
滋
の
リ
ズ
ム

を
取
り
戻
せ
な
い
も
の
喝
ま
た
お
れ
も

の
も
多
く
な
り
が
ち
a

ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
巷
ん
も
;
事
く
赤
傍
且
ア
的
予
M
C

も
む
ち
に
ヒ
ゅ
う
よ
ん
注
意
し
て
滋
戦

す
る
よ
、
っ
心
が
け
て

〈
だ
さ
い
&

プラスチック・皮・

ゴム〈ずは雪量産車ゴミの

呈 t=滋 L て1'~い。

段ボール綴告ゴミ軍事務

に倹F韓L牟いで下さい。

ーンセンター

四
〕
的
・
ど
こ
ろ
の
バ
イ
ク
プ

l

ム
で
‘
郎
開
で
制
品
か
け
る
パ
イ
ク

内
教
も
か
な
り
の
数
に
な
り
ま

す
G

こ
れ
と
と
も
に
、
パ
イ
ク

的
事
故
も
増
え
る
い
っ
ぽ
う
*

パ
イ
ク
は
乗
り
方
次
総
で
持

品
肌
険
な
乗
り
も
の
で
す
@
返
較

に
は
滅
し
た
即
時
畿
と
玄
し
い
姿

勢
安
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
ま
で
一
品

緑
塗
か
な
生
け
…
期
が
衡
に
鴻
え
て
い

る
の
は
、
と
て
も
い
い
こ

と
な
の
で
す
が
.
山
地
路
ま

で
、
総
本
的
技
が
悼
び
て

し
ま
勺
て
い
る
の
は
期
間
り

も
件
。
議
行
内
支
擦
と
な

る
ば
か
り
か
‘
見
通
し
を

紡
げ
て
念
品
問
と
も
滋
止
ま

、ア弱
ま
た
、
後
川
川
、
機
叫
棋
だ

け
で
な
く
、
裁
緩
め
間
部
機

と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

皆
き
ん
的
家
市
山
本
め
技
が

A平繁滋{こ発生Lt三アオコ。議な持軍関iニ私7二ち町生活雑排水がある
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(4) 

《
家
に
い
た
ら
》

・
す
ば
や
〈
火
の
し
ま
っ

。
地
震
が
き
た
ら
一
番
手
近
か
を
人
が
手
を
の
ば

し
て
す

C
火
を
拙
閉
そ
う
(
と
〈
に
炊
事
で
火
を
使
湾

中
の
時
は
、
必
ず
火
を
抽
出
そ
う
)

。
「
火
を
抽
出
せ
」
と
互
い
に
声
を
か
け
あ
、
7
。

O

ガ
ス
器
呉
の
元
栓
を
開
閉
め
る
。

。
使
用
中
の
媛
一
一
努
器
呉
は
す
ぐ
火
を
消
そ
う
。

・
す
ぐ
外
に
と
び
出
す
な

。
あ
わ
て
て
す

f
外
に
飛
び
出
す
の
は
危
倹
で
す
。

カ
ワ
ラ
や
看
綬
・
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
窓
わ
ぬ
物

が
落
ち
て
き
ま
す
の
で
外
へ
山
山
る
持
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

。
丈
夫
な
家
呉
に
身
を
寄
せ
た
り
、
机
や
ベ
ッ
ド

の
下
に
も
ぐ

q
こ
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
a

。
ど
ん
な
大
き
な
地
震
で
も
大
き
な
ゆ
れ
は
2
1

3
分
ぐ
ち
い
で
す
。
問
題
の
様
子
を
よ
く
判
断
し
冷

静
な
行
動
を
と
る
よ
、
?
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
外
に
い
た
ら
》

・
自
動
車
に
乗
っ

τい
た
ら

。
遊
路
の
左
側
聞
に
車
を
止
め
、
キ
ー
を
入
れ
た
ま

ま
車
か
ら
離
れ
よ
う
(
ス
ピ

i
ド
を
出
し
て
逃
げ
よ

う
と
し
て
は
か
え
っ
て
危
険
で
す
)

-
電
車
じ
乗
っ
て
い
た
ら

。
率
出
門
の
回
定
物
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
、
乗

務
員
の
指
示
に
従
、
7
0

0
地
下
鉄
は
軌
道
上
に
高
圧
線
が
あ
る
の
で
、
む

や
み
に
車
外
へ
飛
び
出
す
の
は
危
険
で
す
。

-
地
下
街
に
い
た
ら

。
地
下
街
で
い
ち
ば
ん
恐
ろ
し
い
の
は
パ
ニ
ッ
ク

状
態
で
す
。
抽
地
下
街
は
構
造
上
は
安
全
に
で
き
て
い

る
の
で
墜
づ
た
い
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

口
火
災
が
発
生
す
る
と
、
煙
や
有
毒
ガ
ス
が
充
満

し
ま
す
の
で
、
壊
等
の
〈
る
方
向
と
は
逆
の
方
向
に

逃
げ
、

H
E
等
の
な
い
階
段
や
ス
ロ
ー
プ
か
ら
出
口
に

出
ま
し
ょ
う
。

-
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
買
物
中
な
ら

。
エ
レ
ベ
ー
タ

i
や
階
段
に
殺
到
す
る
と
危
険
で

す。
O

停
電
に
な
っ
て
も
非
常
灯
が
つ
き
ま
す
か
ら
、

指
示
に
従
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

-
外
を
歩
い

τい
た
ら

。
ブ
ロ
ソ
ク
塀
や
石
垣
の
そ
ば
、
問
ベ
リ
や
ガ
ケ

は
避
け
広
り
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

。
繁
華
街
で
は
、
上
か
ら
看
板
や
ガ
ラ
ス
が
落
ち

て
き
ま
す
の
で
頭
を
保
護
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

口
電
線
に
よ
る
感
篭
に
・
注
意
し
ま
し
ょ
う
(
た
れ

下
が
っ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
)

1982. 9. 

事

、圃'

震

得

集

び

地震で怖いのは火事だ

地震発生ーすぐ消火

間

避
難

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

|
|
利
根
川
町
増
水
に
よ
り
金
持
樋

管
を
閉
鎖
し
た
と
こ
ろ
、
震
度
五
か
ら

六
程
度
内
地
震
が
発
生
し
、
並
木
小
学

校
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
被
害
が
発
生
!

と
い
う
場
菌
を
想
定
し
、
避
難
訓
練
を

行
い
ま
す
6

本
日
九
月
一
呂
、
午
前
七
時
か
ら
八

時
三
十
分
ま
で
、
県
か
ら
発
表
さ
れ
た

地
震
警
被
宣
言
に
基
づ
い
て
*
本
部
職

員
非
常
招
集
訓
練
*
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
を
行
い
ま
す
.
ま
た
、
午
前
九

時
か
ら
、
冒
頭
の
想
定
に
基
づ
き
*
仮

設
電
語
設
置
訓
練
、
通
報
訓
練
*
消
火

政
助
制
訓
練
也
事
救
助
用
ポ

i
ト
搬
送
訓
練

*
住
民
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
を
並
木

小
学
校
で
行
い
ま
す
@

実
際
の
災
害
に
あ
っ
て
も
、
あ
わ
て

な
い
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

事
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

@
非
常
用
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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、b
u
h
r
ν
D
b
F
す

-
J
J
〈

'tzi

-
E療
の
安
全
管
晴
雄
を

む
ず
U

パ
ン
グ
ス
時
ボ
ン
ベ
は
銭
な
ど
で
網
開
れ
な

い
よ
う
療
由
止
し
ま
し
ょ
う
。

。
石
油
捕
ス
ト
i
プ
は
時
制
緩
袋
畿
殺
の
も
の
を
枯
世
間
増

し
ま
し
ょ
う
。

。
ガ
ス
の
い
沈
抗
艇
は
ふ
だ
ん
か
ち
必
ず
繍
め
る
よ
う

妥
掘
現
づ
け
ま
し
子
三

-
地
調
火
鉢
鰯
を
万
全
に

。
担
問
棚
期
の
段
階
uu
出
耐
火
も
湾
総
で
す
e

消
大
前
高
を
描
隅
え
‘
肱
隅
隅
用
方
訟
を
よ
〈
匁
っ
て
お
き
ま

k
f
u

，ip司
吟
'
R
U

。
ふ
だ
ん
か
ら
消
火
用
時
バ
ケ
?
を
潟
地
思
し
‘
よ

く
火
を
使
、
ヲ
場
所
に
備
え
て
む
き
ま
し
ょ
う
。

e
室
内
対
睡
眠

5
掘
開
や
議
終
め
ふ
か
ら
物
が
落
ち
な
い
よ
う
に
点

検
し
ま
し
ょ
う
〈
属
患
い
殺
や
大
き
い
稔
を
下
に
潮
風
〈
}

。
綴
れ
や
す
い
司
直
一
・
絡
を
ど
は
、
し
っ
か
ヰ
闇
割
安
し

ふま
4
弓工会、ヲ。

-
家
族
で
話
し
合
お
う

。
い
ざ
と
い
う
略
的
分
援
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

、q
F
60
漆
絡
先
p

詩
碑
祭
場
所
な
ど
を
蜘
筑
後
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

む
二
次
災
地
計
約
奨
金
し
そ
う
な
場
弱
か
ら
逢
ざ
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
三

安
全
な
避
難

・
選
繁
は
徒
歩
で

。
率
で
の
判
離
掛
械
は
か
え
っ
て
混
乱
を
大
き
〈
し
ま

す
@
必
ず
総
称
少
で
遜
揖
砲
し
ま
し
?
?
。

ハ
》
瀦
物
は
最
小
開
制
度
に
へ
非
議
時
付
悌
対
出
出
品
だ
け
)

ハU
子
供
は
背
負
い
‘
幾
人
や
恋
人
が
い
る
時
は
自

転
車
や
抽
恕
祭
な
ど
で
a

-
一
線
上
に
H

液
晶
愚
奇

。
ヘ
ル
ノ
ヅ
ト
や
防
災
ず
き
ん
、
あ
る
い
は
漆

a
J
N

と
λ
で
落
下
総
か
ら
頒
を
係
議
し
ま
し
ょ
う
。

-
危
険
牟
一
熱
核
遼
ぎ
か
れ

む
す
ソ
ワ
ン
ス
タ
ン
ド
や
ず
ス
タ
ン

7
な
と
4

一次

災
出
資
的
発
放
し
そ
う
を
場
所
に
は
ず
泣
よ
ら
な
い
。

合
後
い
道
、
い
か
け
.
出
向
べ
り
‘
市
綿
一
波
帥
轄
に
は
近
よ

ム
リ
弁
ゆ
い
a

総 子官

(5) 

あなたの避難場所
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真夏の祭典各会場で盛大に

、，働
、甲びあ第5%号

写真で見る"82手賀沼市民まつり

八
月
七
日
の
か
っ
ば
音
頭
大
会
を
皮
切
り
に
十
五
毘
ま
で
一
匂

わ
れ
た
今
年
の
手
賀
沼
市
民
ま
つ
り
。
素
人
の
ど
自
慢
、
ミ
ス

あ
ぴ
ニ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ミ
ニ

S
L
大
会
、
花
火
な
ど
趣
向
を
こ

ら
し
た
催
し
物
に
、
我
孫
子
、
湖
北
、
布
佐
の
一
一
一
会
場
に
は
多

く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

か
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
図

。
酔
演
賞
飯
塚
秀
男
さ
ん
(
天
王
古
)

O
努
力
賞
鈴
木
博
さ
ん
(
成
田
市
)

我
孫
子
会
場
の
市
民
会
館
で
は
、
午
@
ム
l
ド
賞
柴
田
妙
子
さ
ん
、
未
持

後
一
時
か
ら
素
人
の
ど
自
慢
大
会
が
行
恵
司
さ
ん
(
新
木
)
。
特
別
賞
小
川

わ
れ
ま
し
た
。
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
三
裕
可
き
ん
(
若
松
)
山
崎
悦
代
さ
ん

十
一
一
一
人
で
あ
ら
そ
わ
れ
た
こ
の
大
会
、
(
大
作
新
田
)
山
西
貞
夫
さ
ん
(
湖
北

出
場
者
向
熱
唱
、
力
唱
に
会
場
寺
つ
ず
台
)

め
た
市
民
も
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
さ
ら
に
午
後
四
時
か
ら
は
、
今
回
初

hrョ

め

て

の

催

し

と

し

て

注

自

を

集

め

た

、

結
局
、
優
勝
は
「
別
れ
の
披
止
場
」
第
一
回
ミ
ス
あ
び
ニ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

を
歌
っ
た
湖
北
古
の
小
柳
徹
さ
ん
が
、
わ
れ
ま
し
た
。
健
康
美
を
競
す
こ
の
コ

準
優
勝
は
「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
を
歌
っ
ン
テ
ス
ト
に
は
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳

た
寿
町
根
本
政
子
さ
ん
が
受
賞
し
た
は
ま
で
の
四
十
名
が
参
加
b

会
場
に
は
応

裁
諒
子
会
場

hv
二
次
審
査
の
水
着
審
査
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
締

線
美
に
客
席
か
ら
は
熱
い
視
線
が
。

企
左
か
ら
e
準
、
、
、
ス
。
の
渡
辺
知
子
さ
ん
。

命
、
、
、
ス
あ
び
ニ
e
斉
藤
浩
美
き
ん
。
。
準
ミ
ス
・
大
久
保

和
子
さ
ん
。

援
の
人
た
ち
な
ど
大
勢
町
市
民
が
つ
め
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
止
の
と
お
り
で
す
。

か
け
ま
し
た
。
一
次
、
一
一
止
の
撃
止
な
@
ミ
ス
ビ
ュ

i
テ
ゾ
星
野
久
美
子
き

審
査
を
経
て

J
ミ
ス
あ
び
こ
4

に
は
給
ん
(
中
峠
)
、
富
山
綾
子
さ
ん
(
繰
)

戸
に
お
住
ま
い
の
斉
藤
浩
美
さ
ん
E

ま
@
ミ
ス
チ
ャ
ー
ム
菊
池
宿
美
さ
ん

た
作
品
阜
、
ミ
ス
あ
び
こ
々
に
は
湖
北
台
の
(
下
ヶ
戸
)
、
松
時
志
の
よ
さ
ん
(
本
町
)

大
久
保
利
子
さ
ん
と
開
閉
じ
く
湖
北
台
の
若
泉
幸
子
さ
ん
(
布
佐
)

渡
辺
知
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ニー耕

大
和
町
)
と
坂
上
一
男
さ
ん
(
布
佐

丁
目
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
三
回
目
か
ら
一
ニ
B
問
聞
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
「
か
っ
ば
音
頭
大
会
」

に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
腕
り

の
韓
を
日
増
し
に
大
き
く
し
て
い
き
ま

し
た
。

有
ん
議
金
場

布
佐
会
場
は
八
月
の
十
三
日
か
ら
十

五
日
ま
で
。
旧
盆
と
重
な
っ
た
せ
い
も

あ
り
、
た
く
さ
ん
の

n
布
佐
っ
子
'
が

市
民
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

三
二
一

S
L大
会
し
は
チ
ピ
y
予
の

独
壇
場
生
ま
れ

て
初
め
て
見
る

か
蒸
気
機
関
車
。

に
ま
た
が
る
喜
び

町
顔
、
顔
a

「
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
も
我
孫
子
一
会

場
に
劣
ら
ず
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

大
声
援
を
受
け
、

マ
イ
ク
を
操
れ
ば

一
躍
ぷ
叩
佐
町
ス

タ
ー
に
結
局
、

技
能
賞
に
石
井
宗

治
さ
ん
(
布
佐
・

111.大き〈盛りょがった素人のど自慢大会

中央、花束をもっ7いるのが優勝した小抑さん。

か盆十 r 内

21ESi湖
持2312Z
方わ日で I
かれ問は 凶器ら
ら 、 、 、 円霊室長
、そ毎十円~'I
みろ年三四腫1
よい f宜臼 崎議露
うグ)f'l1カ‘ 1' . ...，# 
A ゅのら

空た才E 来たま
をち火ま L ち tュ
彩はもたみまで
る踊打、まで手
花りち十し、足
火の上五た大を
に手げ目。勢動
見をらに のか
入休れは 市す
っ的、湖 民小
て、集北 がき

い L ま駅 盆な
まばっ南 駒子
ししアこ口 りど
ち夜人で をも

1111111111111111111111111111111111111111111111111111 あびこあれこれ

hv小
さ
〈
と
も
そ
こ
は
蒸
気
機
関
車
。
珍
し
い
乗
り

-
物
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

ha
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
に
は
，
わ
が
町
会
の
の
ど
自

慢
e

を
応
援
し
よ
う
と
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
た
。

111.3日間にわたって行われた湖北会場での盆踊り大会

車
イ
ス
を
降
り
、
這
っ
て
海
ヘ

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
数
参
加

ー
l
障
害
を
も
っ
人
た
ち
と
も
い
高
校
生
も
合
的
、
絃
勢
一
一
一
十
名
町
グ
ル

っ
し
ょ
に
キ
ャ
ン
プ
を
し
よ
も

7
ー
ー
ー
プ
が
で
き
た
の
で
す
。
十
一
名
町
子

八
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
大
洗
揖
ど
も
た
ち
に
は
、
各
々
、
お
兄
さ
ん
、

岸
で
福
祉
作
業
所
が
中
心
と
な
っ
て
お
姉
さ
ん
が
そ
ば
に
つ
い
て
く
れ
た
の

「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
を
行
い
ま
で
、
ご
き
げ
ん
。
心
配
し
て
い
た
電
車

し

た

。

で

の

道

中

も

楽

し

く

す

ご

せ

ま

し

た

。

介
護
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
て
、
障
介
議
・
介
助
的
問
題
も
、
ゆ
っ
た
り

害
者
・
児
た
ち
に
と
っ
て
は
、
な
か
し
た
日
稼
を
組
み
、
役
割
分
担
を
決
め

な
か
キ
ャ
ン
プ
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
り
、
交
替
し
合
っ
て
や
る
こ
と
で
、

ま
せ
ん
が
、
今
回
は
多
数
の
ボ
ラ
ン
割
合
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
。
車
イ

テ
イ
ア
の
参
加
で
開
催
で
き
た
も
の
ス
町
人
た
ち
と
ふ
れ
合
っ
て
わ
か
っ
た

で

す

。

こ

と

は

、

「

チ

ャ

レ

ン

ジ

精

神

し

を

大

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
を
終
え

τ

切
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
あ
き
ら
め
ず
、

い
つ
も
暮
ら
し
慣
れ
て
い
る
「
家
」
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
い
っ
し
ょ
に

か
ら
離
れ
、
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
と
な
っ
て
や
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
先
で

H

寝
食
を
共
に
し
て
み
る
“
と
そ
の
止
に
「
で
は
、
ど
う
し
た
ら
や
れ

の
楽
し
さ
と
き
び
し
さ
こ
そ
が
キ
ャ
る
か
い
(
方
法
)
を
み
ん
な
で
考
え
る

ン
プ
の
最
天
内
魅
力
で
し
ょ
う
。
こ
と
だ
と
忍
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
体
験
を
す
る
車
イ
ス
か
ら
降
り
て
這
っ
て
海
に
入

自
由
が
だ
れ
に
で
も
保
障
さ
れ
な
け
っ
た
エ
イ
コ
さ
ん
。
み
ん
な
で
コ
ム
ポ

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
障
害
を
も
っ

1
ト
に
の
せ
て
エ
イ
ホ
l
エ
イ
ホ
l
沖

人
た
ち
は
違
い
ま
す
ロ
い
つ
も
介
護
へ
つ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

や
介
助
の
体
制
が
問
題
と
な
り
、
書
水
着
妥
で
白
い
肌
が
ま
ぶ
し
か
っ
た

加
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
テ
ル
ミ
さ
ん
回
来
年
は
ま
っ
く
ろ
に
な

す

。

る

よ

う

な

楽

し

い

計

画

を

も

っ

と

も

っ

今
回
は
、
障
害
児
・
者
を
含
め
て
と
っ
く
り
た
い
と
患
い
ま
す
。
そ
の
時

い
っ
し
ょ
に
ぜ
ひ
キ
ベ
ン
プ
を
や
っ
は
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
御
協
力
お
ね
が

て
み
た
い
と
い
う
人
た
ち
が
中
心
と
い
し
ま
す
。
(
原
文
の
ま
ま
)

な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
み

l
ふ
れ
あ
い
、
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会
ー

ま

し

た

。

す

る

と

あ

っ

と

い

う

間

に

ら

れ

。

忘
い
は

な
J

せ

プ

逃
ン

見
ヤ

も

キ

カ
い

協

あ

の
れ

7

ふ

イ
r
テ

て

ン
つ-フ

と

ポ

ん

た

荷
。
つ

な

な
み

と
の

出

崎

恩

児

い

害

な

薄

れ
Aa 
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ち柳

、-・びあ

蜘
琳
州
知
(
は
し
な
予
隣
接
穣

純
明
縦
慨
を
受
け
る
場
合
は
‘
白
州
鐙
と
母

子
手
耐
棋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
治

V
絞
殺
す
る
幼
児

1
蘇
ao
か
汚
か
ら

3
絞
め
誕
生
日
ま
で
的
効
勾
該
忠
一
一
索

以
外
的
人
は
、
協
議
外
と
し
て
脊
料
と

な
れ
ソ
ま
す
ω

剣
勝
疹
予
防
接
線
的
援
療
機
隈

幼
児
向
勝
機
(
は
し
か
)
予
防
後
磁

を
、
次
的
脳
陣
療
機
関
で
附
閣
総
に
行
い
ま

す
u

該
当
サ
る
ガ
は
、
医
議
機
閉
問
に
剛

込
者
W
い
か
絞
殺
し
て
あ

2
子
め
で
市
浮
世

申
L
、
手
ん
で
く
だ
き
い
。

す:

"111m 
級 11

!;II親
符 11，，-- 11 

ill学
で 11
'叩れ

す丁目安説
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II>F普段 9月?自主きくをき〉漁夫中立

砂集会中央公然喜欝午滋89幸、パ

ス出発8長吾10分、 午後5喜善持費需善意義

惨会費大人11問問、中学主主以下

5∞円〈苦喜重襲撃菱その主主〉

砂持ち物 事事重量、 7.1<潟、争議ヨ子、ゴ

ム主要事者

験醸し込み渡辺自(82)0521 J¥ 

::Z1'E華道荻野れ滋療になり'/JI.第鱗t:Jo

雇一盟匝圏一畑一
争我孫子市l"iツィ}["I¥ーモニニ…管

主主楽霊童様、我孫子合唱通量豊僚がら

通原子語紙作費李淑へ我孫子的関コン

サートの釈!被の一容 505月の

霊誓111がおりまし疋。

キ重軽理主事事式会社関車載波紋様から若襲

被の絞め!とと6]き仰の癒{廿ガあり

殺しだ。

事あらき野手官民会軽量怒ら等書き肢のえさ

必1;:と喜霊祭りミ子供みこしに対する

事智治金2JSP3Ø~害{すがおりをまし段。

4島市E誌のおく霊堂名手fi~選〉から綴童書

マザー(ズit¥…ムひまねり喜醤iニィ1万
21C開p3の喜害対ガあり殺した。

争率w義喜夫僚(重臣減終:おから努
i'i"湾総iこ2需主ベッドO)i!害婚がおり

Eましだ脅

一一一言一行

自
提
出
仰
nhuv伐
p
l

9
月
酷
期

302 


